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「
帥
大
伴
卿
歌
五
首
」

の
趣
向
と
作
意

胡

志

昂

 
 

 
 

一 

は

じ

め

に

 
万
葉
集
巻

三
雑
歌

の
部

に
筑
紫
歌
群

と
い
わ
れ
る

一
団
(
三
二
八
～
三

五

一
)

が
あ

る
。
前
半
に
大
宰
帥
大
伴
旅

人

の
歌

五
首
、
後
半

に
彼

の
讃
酒
歌
十

三
首

が
重
き
を
成
し
て

い
る
。
こ
の

一
連

を
同

一
の
雅
宴

の
作
と
す
る
見
方
も
あ

る

(
1
)

が
、
確
か

に
、
こ
れ
ら
は
単

な
る
編
纂
資
料

の
違

い
を
示
し
て
い
る
と
い
う

よ

り
、

一
歌
群

と
し
て
何

ら
か
の
内

的
な
繋

が
り
を
有
す

る
こ
と
は
十
分

に
考

え

う

る
の
で
あ
ろ
う
。

 
中

で
、
「帥

大
伴
卿
歌

五
首

」
と
題

す
る
五
首

の
歌

は
、
次

の
よ
う
に

並

べ

ら
れ

て
い
る
。

 
 
①
我
が
盛
り
ま
た
を
ち
め
や
も

ほ
と

ほ
と
に
寧
楽

の
京
を
見
ず
か
な
り
な

 
 

 
む

(
三
三

一
)

 
 
②
我
が
命

も
常

に
あ
ら
ぬ
か
昔

見
し
象

の
小
河
を
行
き
て

見

む

た

め

 
 

 

(
三
三

二
)

 
 
㈲
浅
茅
原

つ
ば
ら

つ
ば
ら

に
物
念

へ
ば
故
り
に
し
郷
し
思
ほ
ゆ
る
か
も

 
 

 

(
三
三
三
)

 
 
ω
忘
れ
草
我

が
紐

に
付

く
香
具
山

の
故

り
に
し
里
を
忘
れ

む

が

た

め

 
 
 

(
三
三
四
)

 
 
句
我

が
行
き
は
久

に
は
あ
ら
じ
夢

の
わ
だ
瀬

に
は
な
ら
ず
て
淵
に
あ
ら
ぬ

 
 
 
か
も

 

(
三
三
五
)

 
 
右

の
五
首

は
旅

人

の
望
郷
歌

と
も
称

せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
歌
中

に
流
露

す

る
嵯
歎

と
懐
菖

の
情

を
九

州
遠
任
中

の
作
者

の
境
遇

や
想
念

と
結
び
付

け
て
論

 
 
 
 

 

(
2
)

じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
諸

注

に
も
個

々
の
歌

に
つ
き
歌
人

の
心
中

に
触

れ
る
指

摘
が
少

な
く
な

い
。
こ
れ
ら
先
達

の
学
恩

に
負

い
つ
つ
、
小
稿

は
、
主

と
し
て

讃
酒
歌

と

の
関
連
か
ら
旅

人

の
教
養

を
考
慮

に
入
れ
五
首

の
表
現

を
通

し
て
作

歌

の
趣
向
と
作
意

に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

 
 
 
 

二
 

望

京

の

憂

愁

 
旅
人
歌
五
首

の
前

に
大
宰
少
試

小
野
老

の
歌

一
首

と
防
人
司
祐
大
伴

四
綱

の

二
首
が
並
ん

で
い
る
。

 
 
青

丹
よ
し
寧
楽

の
京

師
は
咲

く
花

の
薫

ふ
が
ご
と
く
今

は
盛

り
な
り

(
三

 
 
 

二
八
)

 
 

や
す
み
し
し
わ
ご
大
君

の
敷
き
ま
せ
る
国

の
中

に
は
京

師
し
思
ほ
ゆ

(
三

 
 
 

二
九
)
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藤
波

の
花

は
盛
り

に
な
り

に
け
り
平
城

の
京
夕
思

ほ
す
や
君

(
三
三
〇

)

 
旅

人

の
帥
在
任
中
、
天
平
元
年
三
月

四
日
に
老
が
従
五
位
上

に
叙
せ
ら
れ
た

こ
と
続
日
本

記
に
見

え
る
。
三

二
八
は
そ
の
老
を
迎
え
て
開

か
れ
た
宴
会

の
席

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
(3
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、

上
披
露
さ
れ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
四
綱

は
三

二
九

で
都

へ
の
思
念

を

強
く
表
し
、
続

く
三
三
〇

で
は
同
席

の
首
長
帥

に
望
京

の
念
を
問

い
か
け
た
。

 

さ
て
、
五
首

の
①

は
、
先
学

の
指
摘
通

り
老

・
四
綱

の
歌
を
受
け

て
答
え
た

も

の
だ
が
、
歌
中
望
京

に
纒
わ
る
嵯
歎

と
憂
愁
を
強
く
吐
露
し
、
三
首

の
流
れ

を
転
じ
て
拝
情

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
都

の
咲
き
乱
れ
る
花

の
よ
う
な
繁
栄

ぶ

り

に
対
し
、
「我

が
盛

り
」
と
歌
う

に
は
当
然
自

ら
が

か
つ
て
京

で
朝
廷

に
直

に

仕
え

て
い
た
華

や
か
な
時
代

へ
の
懐
想
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
れ
が
再

び

戻
り

は
し
ま
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
歌

語

「
変
若

(
を

つ
)
」

は
、
集
中

「
ま
た

変
若
ち
か

へ
り
」
「
を
ち
え
て
し

か
も
」
と
い
う
ふ
う

に
若
返
り

の
祈
願
を
表
象

す

る
も

の
は
あ
る
が
、
反
語
表
現
を
も

っ
て
我
が
盛
り

の
衰
退
を
強
く
悲
歎

す

る

の
は
旅
人

の
み
で
あ
る
。
思
え
ば
、
文
選

や
初
唐
詩

に

「
盛
年
不

可
再
、
百

年
忽
我
逡
」
(曹
植

・
笙
筏
引
)
「
盛
年
不
再
得
、
高
枝
難

重

壌
」
(
王
勃

・
落

花
落
)
と

い

っ
た
詩
句

が
あ
り
、
旅
人
は
或

い
は
詩

の
表
現
を
意
識
し
た

の
か

も

し
れ
な

い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
作
者

の
教
養
を
考
え
れ

ば
、
①

の
初

二
句

は

そ
れ
ら

の
詩
句

と
同
様
、
単

に
老

い
と
い
う
事
象
を
越
え

て
人
生

の
栄
枯
盛
衰

の
無
常
観

に
お
い
て
歌

っ
た
の
に
違

い
は
あ
る
ま
い
。

 
そ
れ
が
ゆ
え

に
、
歌
人

は
盛
え
る
京

へ
帰

れ
な
い
だ

ろ
う
と
危
惧
す
る

の
で

あ

る
。
「
見
ず
か
な
り
な
む
」

と
い
う
こ
と
は
、
「
置
き

て
去
な

ば
君
が
辺
り

は

見

え
ず

か
あ
ら
む
」
(
七
八
)
「
河
浪
高
み
瀧

の
う

ら
を
見
ず

か
な
り
な
む
」
(
一

七

二
二
)
と

い

っ
た
類
句

に
見

る
よ
う

に
、
事
実

に
基
づ
く
根
拠
が
あ

っ
て
の

推
量

で
あ
り
、
現
実
性

の
高

い
事
象

へ
の
心
残
り
ま
た
は
嘆
き

の

表

現

で

あ

る
。
換
言
す
れ
ば
即
ち
、
我

が
盛
り

の
衰
退
と

い
う
事
実

が
変

ら
ぬ
限
り
帰
京

で
き

な
い
可
能
性
が
極

め
て
高

い
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
こ
こ

に
望
京

に
関

わ

る
作
者

の
切
実
な
憂
愁
と
不
安
を
見

る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

 

一
体
、
覇
旅
作

の
多

い
万
葉
集
中
家
郷
を
思
う
歌

は
少
な
く
な

い
が
、

そ
の

多

く
は
拝
情

が
大
和

・
家

・
妹

に
向

け
ら
れ
て
い
る
。
「
国

の
中

に

は

都

」
と

い
う
形

で
い
わ
ば
政
治

・
文
化

の
中

心
と
し
て
の
都
を
思

い
慕
う
望

京
歌

は
、

奈
良
遷
都
後
唐
風

の
京
城
制
度

の
整
備

に
伴

う
風
雅

の
意
識

の
高
揚

と
相
侯

っ

て
現
出
す
る
も
の
の
よ
う

で
、
小
野
老

の
歌

に
続

く

一
群

は
そ

の
代

表
的
な
例

 

 
 
 

(4
)

と
も
言

わ
れ
る
。

 
中

西
進
氏

は
老

ら
の
望
京
詠

に
触

れ
、
そ

の
繁
華
極
ま

る
京
師

の
描

写
と
慕

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

(5
)

情

は
文
選

行
旅
詩

に
見
え
る
望
京
詩

と
類
想

す
る
と
指
摘
さ

れ
る
。
傾

聴
す

べ

き
で
あ
ろ
う
。
因

み
に
氏

の
挙

げ
ら
れ
た

 

 
浦
挨
望
長
安
、
河
陽
視
京
縣

。
白

日
麗
飛
彊
、
参
差
皆
可
見

。
鯨
霞
散
成

 

 
綺
、

澄
江
静
如
練
。
喧
鳥
覆
春
洲
、
雑
英
満
芳
旬
。
去
夷
方
滞
淫

、
懐
哉

 

 
罷
歎
宴

。
佳
期
恨
何

許
、
涙
下
如
流
霰

。
有
情
知
望
郷
、
誰
能
績
不
攣

。

 

 
(
謝
玄
暉

・
晩
登

三
山
還
望
京
邑

)

と

い
う

一
首

の
冒
頭

二
句

で
、
こ
れ
に
先
立

つ
望
京
詩

と
し

て
次

の

二
作

を
踏

ま
え
て

い
る
。

 

 
西
京
齪
無
象
、
射
虎
方
遙
患

。
復
棄
中
国
去
、
遠
身
適
荊
蟹

。
…
…
南
登

 

 
覇
陵
岸

、
廻
首
望
長
安
。
悟
彼
下
泉
人

、
唱
然
傷

心

肝
。

(
王
榮

・
七
哀

 

 
詩

二
首

・
其

一
)

 

 
…
…
卑
高
亦
何
常
、
升
降
在

}
朝

。
徒
恨
良
時
泰
、
小
人
道
遂

消
。
讐

如

 

 
野
田
蓬

、
斡
流
随
風
瓢
。
昔
倦
都
邑
游

、
今
掌
河
朔
催
。
登
城

脊
南

顧
、

 

 
凱
風
揚
微
納

。
洪
流
何
浩
蕩
、
脩
芒
轡
菅
嶢

。
誰
謂
晋
京
遠

、
室
遡
身
実

 

 
遼
。
…
…

(播
岳

・
河
陽
縣
作

二
首

・
其

一
)

 

い
ず
れ
も
文
選

に
見

え
る
連
作
だ
が
、
王
楽
詩

は
漢
末

の
乱

に
遭

っ
て
荊
州
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へ
避
難
す
る
時

の
作

で
、
望
京

に
託
す
作
者

の
哀
愁

は
詩
経

・
曹

風

・
下
泉

に

か
け
て
痛
切

に
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
詩

の
李
善
注

は
毛
詩
序
を
引

い
て

「
下

泉
、
思
治
也
。
曹
人
思
明
王
賢
伯
也
」

と
言

い
、
詩
経
時
代
不
穏

の
世

の
中

に

あ

っ
た
古
人

の
望
京

に

つ
け
て
発

し
た
治
世
を
念
う
悲
思
が
王
集
詩

に
深
く
流

れ
込

ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
。

ま
た
、
溜
岳
詩

は
作
者
が
京
官

か
ら
地
方
官

に

遷
任

さ
れ
た
時

の
詠

で
あ
る
が
、
詩
中
我
が
身

の
栄
枯

の
常
無
き
こ
と
を
嘆

き
、

居
所

は
都

に
近

い
が
心
身

と
も
朝
廷

か
ら
遠
く
隔

て
ら
れ
た
と
歌
う
。
そ
こ
に

詩
人

の
不
遇

の
心
境

が
読

み
取

れ
る
こ
と
は
勿
論
、
時

の
治
世
を
憂

う
点

に
お

い
て
王
藁
詩
と

「
脈
相
通
ず

る
も

の
が
あ

る
。

 

こ
う
し
た
中
国
望
京
詩

の
流
れ
を
文
選
等
を
熟
読

し
た
旅

人
は
当
然
知

っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
従

っ
て
、
彼

が
老

ら
の
歌
を
受
け
む
し
ろ
望
京

の
悲
愁
を

強
く
歌

い
あ
げ
た
こ
と
は
、
共

に
中
国
詩
を
思
わ

せ
る
風
雅
心

に
お

い
て
そ

れ

ら
と
繋
が
り
な
が
ら
、
そ
の
上
詩
人

と
似

た
よ
う
な
境
遇

に
あ

っ
た
自
ら
の
心

境

を
強
く
吐
露
し
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。
土
屋
文
明
氏

(
万
葉
集
私
注
)
は
、

ω

に

つ
い
て
当
時

「
中
央

で
は
藤
原
氏

一
族

の
み
が
多
く
時
め

い
た
時
代

で
あ

る
こ
と
も
念
頭

に
お
い
て
よ
い
」
と
い
い
、
極

め
て
適
切
な
指
摘
と

い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

 
そ

し
て
、
ω

の
表
現

の
基
底

に
伺
わ

れ
る
作
者

の
心
境

は
五
首

一
群

の
基
調

を
成
す
も

の
で
、
続

く
吉
野

・
飛
鳥

へ
と
展
開
す
る
仔
情

の
指
向
を
規
定
す

る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
。

三
 
吉
野
を
歌
う
こ
と
は

 

上
代
文
学

に
於
け
る
吉
野

は
凡

そ
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

つ
。

一
つ
は
天
武

朝
発
祥

の
地
と
し
て
の
離
宮
吉
野

で
、
人
磨
等

の
従
駕
作
が
こ
れ
に

つ
け
、
皇

権

の
神
聖
性
を
声
高

に
歌

い
あ
げ

て
い
る
。
今

一
つ
は
吉
野

の
神

性
や
柘
枝
伝

説

と
も
絡
ん
で
清
浄

な
山
水

に
寄

せ
ら
れ
た
仙
郷
観
で
あ
る
。

こ
れ

は
む
し
ろ

懐
風
藻

の
漢
詩

に
多

く
詠

ま
れ
、
そ

し
て
遊
仙
思
想
と

の
関
係

か

ら

観

念

上

「
放
畷
多
幽
趣
、
超
然
少
俗
塵

」
(丹
塀
廣
成
)
「
友
非
干
禄
友
、
賓

是
喰
霞
賓

」

(
藤
原
麻
呂
)
と

い

っ
た
俗
世
離

れ
権
力
離
れ

の

一
面
を
帯
び
る
こ
と
が

見

い

出

せ
る
。

 

こ
の
よ
う
な
吉
野

に
関

わ
る
詩
歌

の
相
互
融
合
、
交
流
及
び
中

国
遊
仙
詩

の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
6
)

影
響
な
ど
に

つ
い
て
、
す

で
に
中
西
進
氏

の
精

到
な
論
考

が
あ
る
。
思
え
ば
、

吉
野
詩

に
見
る
智

山
仁
水

の
類
型

に
従
駕
歌

の
離
宮
聖
地

観
が
関
係

し
て

い
る

と
同
様

、
例

え
ば
、

 
 
皆

人

の
命

も
吾

も
吉
野

の
滝

の
床
磐

の
常
な
ら
ぬ

か
も

(
九

二
二
)

と

い
う
笠
金
村

の
従
駕
作

の
反
歌

に
見

た
よ
う

に
、
吉
野

の
山
水

に

つ
け
て
長

寿
不
死
を
求

め
る

の
も
神
仙
思
想

に
因
む
仙
郷
観
が
滲
透
し
た
結

果

で

あ

ろ

(7
)

・つ
。

 
従

っ
て
、
旅

人
は
拝
情

の
思
念
を
都

か
ら
吉
野

に
移
す
時
、
前

代

か
ら

の
離

宮
聖
地

と
清
浄

な
仙
郷

と
い
う
両
方

の
イ
メ
ー
ジ
が
詩

想
に
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。
だ
か
ら
②

に

「
昔
見

し
象

の
小
河

に
」

と
彼

の
吉
野
従
駕
作

の
反
歌

(
三

一
六
)

に
見
る
類
句

が
用

い
ら
れ
、
そ

こ
に
従
駕
し
て
吉
野

へ
何
度

か
行

っ
た

過
去

へ
の
追
懐

ひ

い
て
は
白
鳳
治
世

へ
の
追
慕
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
同
時

に
歌
人

は

「
我

が
命
も
常

に
あ
ら

ぬ
か
」
と
命

の
恒
久

を
希

い
、
吉

野
仙
郷
観

が
あ

っ
て
の
謂

で
あ

ろ
う
。
即
ち
望

京
に
纒

わ
る
我

が
盛

り

の
衰

退

か
ら
仙

郷

へ
行

っ
て
長
生
を
求

め
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
⑤

に
お

い
て

「
夢

の
わ
だ
瀬

に
は
な
ら
ず

て
淵

に
あ
ら

ぬ
か
も
」
と
吉
野

に
不
変
を
求

め
る

の
と

同

じ
発
想
で
あ
る
。

 
淵
瀬

の
更
替

と
い
う
表
現

は
古
今
集

に
下
る
と
、
例
え
ば
真
名
序

に

 
 
陛
下
御
宇

、
F
今
九
載
、
仁
流
秋
津
洲
之
外
、
恵
茂
筑
波
山
之
蔭

・
淵
変
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為
瀬
之
声
、
寂

々
閉

口
、
砂
長
為
巌
之
頒
、
洋

々
満
耳

。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
7
)

と
い
う
風

に
治
世

に
関

わ
る
世
間
無
常
を
表
わ
す
典
型

に
な
る
が
、
万
葉
歌
中

似

た
表
現

は
旅
人

以
外

に
見
当
ら
ず
、
僅

か
に
人
麿

の
近

江
荒
都
歌

の
反
歌

に

「
志
賀

の
大
曲
淀

む
と
も
昔

の
人

に
ま
た
逢

は
め
や
も
」
(
三

一
)
と

い
い
、
淵

に
淀
む
水

か
ら
逝

く
水

の
無
常

を
裏

返
し
に
歌

っ
た
の
と

一
縷

の
類
想
を
見
る

に
過
ぎ
な

い
。

一
方

、
漢
文
作

品
で
自
然
地
形

の
変
動

に
世

の
無
常

を
象
徴

さ

せ
る
表
象

は
憶
良

(
「悲
歎
俗
道
假
合
即
離
易
去
難
留
詩
」
)

に

「
世
無
恒

質
、

所

以
陵
谷
更
変
、
人
無
定
期

」
と
見

え
る
。
こ
れ
は
周
知

の
如
く
も
と

は
小
雅

(十
月
之
交
)
に
出
る
も

の
で
あ
る
が
、
後

に
政

治
、
自
然
を
含
む
常

な

き

世

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(9
)

の
象
徴
的
表
現

に
流

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
神
仙
諏

に
も

 
 
麻
姑
謂
王
方
平
日
、
自
接
侍

以
来

、
見
東
海

三
為
桑

田
、
向
到
蓬
莱

、
水

 
 

乃
浅
於
往
者
略
半
也
、
量

復
為
陵
乎

(神
仙
伝

・
王
方
平
)

と

い
う
話
が
あ

る
。
恒
久
な
る
蓬
莱

仙
境

に
対

し
無
常

な
る
世

を
槍
桑

の
変

で

讐

え
る
こ
の
物
語
り

は
上
代
人

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
旅
人
が

吉
野
に
淵
瀬

の
不
変
を
希
う

の
は
そ
れ
が
仙
郷

だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ

し
て
望
京

に
つ
け

「
我
が
盛
り
ま
た
変
若

ち
め
や
も
」
と
悲

嘆

し
、
帰

京

を

「
我
が
行
き
は
久

に
は
あ
ら
じ
」
と
予
期

し
な
が
ら
、
都

を
歌

わ
ず
吉
野

仙

境

に
永
久
の
願

い
を
托
す
そ

こ
に
、
作
者

の
無
常

の
世
間

を
脱
出
し

よ
う

と
す

る

心
情
が
汲
み
取

れ
よ
う
。

 

窪
田
空
穂
(
万
葉
集
評

訳
)
は
、
⑤

に

つ
き

「
こ
れ
は
人
生
的

の
面

に
は
失
望

し
て
、
自
然

の
風
光

に
対
し
逃

路
を
求

め
て
ゐ
た
心

が
窺

わ
れ
る
」
と
評
し
、

鋭

い
洞
察

で
あ

る
。
旅
人
は
仙

郷

の
山
水

に
俗
世
を
脱
却

し
我
が
身
を
全

う
す

る
道
を
求

め
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
は
遊
仙

思
想

が
流

れ
込
む
行
旅
詩

と
も
軌

を

一
に
す
る
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

 

振
り
返
れ
ば
、
文
選

・
行
旅

詩

に

 
 
江
南
倦
歴
覧

、
江

北
暖
周
旋

…
…
想
像
幌

山
姿
、
緬

翅
庭

中
縁

、
始
信
安

 
 
期
術
、
得
壼

養
生

年
。
(謝
霊

運

・
登
江
中

孤
喚
)

と
い
い
、
長
旅

の
遊
宙
に
倦

き
た
詩

人
は
清
浄

な
山
水

に
接
し
、
俗
世
を
離
れ

神
仙
郷
を
求

め
た

い
思

い
を
述

べ
て
い
る
。
同
詩
人

は
別
作

で
ま
た

 
 
故
山

日
己
遠
、
風
波
豊
還
時

。
追
追
万

里
帆
、
 
 
終
何

之
。
遊
當
羅
浮

 
 
行
、
息
必
鷹
震
期
。
越
海
陵

三
山
、
遊
湘

歴
九
疑

(
初
発
石
頭
城
)

と
も
い
い
、
終

り
の
な
い
遊
宙

の
苦
愁

に
名

山

の
羅
浮

・
鷹
震

に
遊

ん
で
は
仙

境

三
山
に
登

り
、
古
賢

の
入
水

し
た
湘
水
を
訪
ら

っ
て
は
古
聖
帝

の
陵

山
九
疑

を
尋

ね
よ
う

と
歌
う
。
李
善
注

は
宋
書
を
引

い
て
、
当
時
作
者

は
致
仕

し
よ
う

と
し
て
謹
告

に
遭

い
、
帝

は
そ

の
無
実
を
知
り
罪

し
な
か

っ
た
が
、
帰
郷
を
許

さ
ず
臨
川
内
史

と
し

た
と
い
う
。
官
界

の
紛
騒
を
身
に
滲

み
て
知

り
尽

し
た
詩

人

は
遊
仙

と
懐
古

に
よ

っ
て
時

の
心
境
を
表
わ
し
た

の
で
あ
る
。

 

し
て
み
れ
ば
、
白
鳳
治
世

の
聖
地
と
仙
郷
吉
野
に
か
け
て
思
う
旅
人

の
詩
想

も
根
底

に
お
い
て
、

そ
れ
ら
文
選
行
旅
詩
と
無
縁

で
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ

の
思

い
は
我

が
盛

り
の
衰
退

と
盛
え

る
都

に
帰
れ
ぬ
憂
愁

と
不
安

に
深
く
裏

打

ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
言
う
を
侯
た
な

い
で
あ
ろ
う
。

四
 
故
郷
を
思
う
こ
と
は

 
俗
世
離

れ
の
指
向
性

に
お
い
て
遊
仙
思
想

と
双
生
児

の
関
係

に
あ
る

の
は
隠

棲
思
想

で
あ
り
、
そ

の
延
長
線
上

に
田
園
隠
遁
思
想
が
あ
る
。
文
選
行
旅
詩

に

遊
仙
趣
向

と
共

に
田
園
隠
遁

の
意
思
を
流
露
す

る
も

の
も
少

な
く
な

い
。
井
村

哲
夫
氏

(
全
注
巻
五
)

は
旅
人

の
望
郷
詠

に
触

れ
、
そ

の

「
望
郷

の
念

は
致
仕

し
て
田
園
に
帰

る
ね
が
い
で
あ

っ
た
も

の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
」
と

い
い
、
こ

の
意
味

で
傾
聴

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
具
体

的
に
言

え
ば
、
五
首
中
そ
う

い

っ
た
意
思
が
汲
み
取

れ
る

の
は
③

と
見
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ら

れ
る
。
集
中
、
「
古

・
大
和

・
都

・
家

・
妹

」
を
思

う
歌

は
覇
旅
作

に

多

い

が
、
「
故

り
に
し
郷
し
思

ほ
ゆ
る
か
も
」
と
歌
う

の
は
こ

の

一
首

の
み
で
あ
る
。

そ

れ
に

「
あ
さ
ち

は
ら

つ
ば
ら

つ
ば
ら
に
も

の
も

へ
ば
」
と

い
う
上
句

の
音
律

の
よ
さ

も
加
わ

っ
て
、
従
来
高

い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
「
曲
曲

二
」

と

表

記

す

る
二
句

の
語
意

に
つ
い
て
雅
澄

(
古
義
)
は

「
そ

の
物
思

ふ

こ

と

の
多

く

て
、
落

る
庭
な
く
委
曲

に
し
げ
き
な
り
」
と
解
し
、
最

も
詳
細
を
尽

す
が
、
用

例

は
集
中

こ
の
外

一
例
し

か
見
当

ら
な

い
。

 
 
朝
開

き
入
江
榜
ぐ
な
る
揖

の
音

つ
ば
ら

つ
ば
ら
に
吾
家

し
思

ほ
ゆ

(
四
〇

 
 

六
五

)

 
憶
良

の
男

の
作
と

い
わ
れ
る
も

の
で
、
下
句

は
恐
ら
く
旅
人

の
歌

を
踏
襲

し

た
の
で
あ
ろ
う
。
思
え
ば
歌
語
と
し
て
旅
人

の
創

造

に
か
か
る
こ

の
表
現

は
、

多
分

「
轡

々
多
悲
思
、
縣

々
思
故
郷
」
(
魏
文

帝

・
雑

詩

)
「
砂

々
孤

舟
逝
、

縣

々
蹄
思
紆
」
(
陶
淵
明

・
始
作
鎮
軍
参
軍
経
曲
阿
作

)
と

い
っ
た

詩

の
表
現

を
意
図

し
た
の
で
は
な

か

っ
た
か
。
望
郷

の
憂
愁
ま
た

は
悲
思

の
繁

き

こ
と
を

表

わ
す
の
に

「
綿
綿
」
と

い
う

の
は
文
選
詩

に
他

に
も
多
く
見
ら
れ
、
就
中
陶

詩

は
そ
の
状
態
を

「
紆
」
と

い

っ
て
い
る
。
文
選
注

に
西
都
賦

の

「
歩
甫
道

以

繁
紆
」
を
注

し
て

「
繁
紆
、
猶
回
曲
也
」
と

い
い
、
「
紆
曲
」
の
二

字

は
元
来

同
義

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
よ

っ
て

「
曲
曲
し

と
い
う
義
訓
語

は

「
綿
綿
」
と

同
じ
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

 

因
み
に
前

記
の
陶
詩

は
続

い
て
、

 
 

…
…
我
行
豊
不
遥
、
登
降
干
里
鯨
。
目
倦
脩
塗
異
、
心
念

山
澤

居
。
望
雲

 
 
葱
高
鳥
、
臨
水
憶
遊
魚
。
真
想
初
在
衿
、
誰
謂
形
 
拘

。
柳

且
愚
化
遷

、

 
 
終

反
班
生
嘘
。

と
歌

い
、
「我

が
行
き

」
の
千
里
も

の
旅
途

に
厭

き
、

や
が

て

「
山
澤

の

居
」

に
帰

る
と
い
う
淵
明
流

の
隠
遁
思
想
を
吐
露

し
て
い
る
。
ま

た
同
じ
文

選
行
旅

詩

に
あ
る
彼

の
別
作

(
赴
假
還
江
陵
夜

行
塗

口
)
も
、

 
 

…
…
商

歌
非
吾
事

、
依
依
在
網
耕
。
投

冠
旋

菖
櫨
、
不
為
好
爵

榮
。
養
真

 
 
衡
茅
下
、
庶
以
善
自
名
。

と
、
投
冠
し
て
田
園
に
隠
遁
す
る
念

い
を
述

べ
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う

に
、
長
旅

の
遊
宙

の
憂

い
か
ら
抜
け
出
す
道

と
し
て
遊

仙
と
隠
遁

思
想
が
歌
わ
れ
る
こ
と
は
行
旅
詩

に
多
く
見
る
。
大
宰

府
歌
壇

の
大
陸
的
風
雅

を
好
む

こ
と
、
老

の
歌

か
ら
始
ま

る
当

の
歌
群

に
文
選
中

で
も
行
旅
詩

と
類
想

す

る
も

の
が
あ
る

こ
と
、
更

に
は
淵
明
詩
が
憶
良

の
み
な
ら
ず
旅
人

(
例
え
ば

讃
酒
歌
)

に
も
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
た

こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
③

は

表
現
上

の
詩
と

の
類
想

性
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
詩
想
に
お

い
て
も
前
述

の
陶

詩
等

に
通
ず
る
も

の
が
あ
る
と
見

て
間
違

い
あ
る
ま

い
。

 

と
こ
ろ
が

一
方
、
奈
良
朝
人

に
と

っ
て
飛
鳥

の
故
郷

は
白
鳳
治
世

の
古
都

で

も
あ
る
の
で
あ
る
。
「
古
り
に
し
里
」
と
い
う
歌
語

は
屡
ば

「
う
ず

ら

鳴

く
」

「
人
も
無

き
」

に
よ

っ
て
興
さ
れ
る
よ
う

に
荒
涼

た
る
景
観
を
内
包

す

る
。

そ

れ
が
相
聞
歌

に
用

い
ら
れ
る
時
、
女
側

の
家
黒

の
古
び
た
様
子
を
言

い
、
ま
た

は
男

が
家
郷

の
荒
涼
た
る
情
景

を
形
容
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
相
聞
歌

を
離

れ

る
場
合
、
例

え
ば

田
辺
福
麿
歌
集
歌

に
、

 
 

三
香

の
原
 
久
遍

の
京
師
は
 

山
高

み
 

河

の
瀬
清
し
 

あ

り
よ
し
と

 
 

人
は
云

へ
ど
も
 
あ
り
よ
し
と
 
吾

は
念

へ
ど
 
古

り
に
し
 
里
に
し
あ

 
 

れ
ば
 
国
見

れ
ど
 
人
も
通

は
ず
 
里
見

れ
ば
 
家
も
荒

れ
た
り
…

(
一

 
 

〇
五
九

)

と
荒
都

の
廃
櫨

を
表
わ
す

の
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同

じ
歌
語

の
「
古
郷
」

も
古
歌
巻

の
題
詞

に
、

 
 

和
銅

三
年

庚
戌
春

二
月
從
藤
原
宮
遷

於
寧
楽
宮
時
御
輿
停
長
屋
原

廻
望

古

 
 

郷
作
歌
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飛
鳥

の
明
日
香
の
里
を
置

き
て
去
な
ば

君
が
あ
た
り

は
見
え
す
か
も
あ
ら

 
 
む

(
七
八
)

と
見
え
る
。

こ
の
歌

は
異
伝

が
あ
り
、
元
来
飛
鳥
京

か
ら
藤
原
京

へ
遷
都

の
時

の
持
統
御
製
が
後

に
奈
良
遷
都
時

の
元
明
御
製

に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え

 
 
(10
)

ら
れ
る
。

こ
こ
に

「
古
郷

」
が
古
都
を
指
す

こ
と
と
共

に
、
奈
良
朝
人

に
と

っ

て
の
飛
鳥
古
京

の
原
風
景

が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
、
旅
人

が

「
香

具
山

の
古
り

に
し
里
」
と
歌

う
時

、
古
都

の
荒

れ
果

て
た
情
景
も
そ

の
瞼

の
裏

に
あ
り
あ
り
と
浮

ぴ
あ
が

っ
た
の
に
違

い
な
い
。

 
と
す
れ
ば
、
続
く
ω
で
歌
人

は

「
忘

れ
草
」
を
歌

い
、
「
古
り

に
し
里

を

忘

れ
む
が
た

め
」
と

い
う
底

に
、
故
郷

に
帰

れ
ぬ
憂
愁

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
古

都

の
荒
城
化
し
た
光
景

の
も
た
ら
す

一
層
重
苦

し
い
悲
哀
が
作
者

の
胸
中

に
の

し
か
か

っ
て
い
た

に
違

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
荒
都
歌
系
譜
を
挙
げ
る
ま
で
も

く
、
時
代
が
下
る

に
つ
れ
、
荒

れ
た
都

は
、

 
 
世
間
を
常
無
き
も

の
と
今

ぞ
知

る
平
城

の
京
都

の
移

ろ
ふ
見
れ
ば

(
一
〇

 
 

四
五
)

と
歌

わ
れ
る
如
く
、
世

の
無
常

を
象
徴
す

る
典
型
的
風
景

と
化

し
た
か
ら
で
あ

る
。
そ

れ
が
我
が
盛
り

の
衰

退
と
相
侯

っ
て
歌

人
の
覚

え
た
無
常
感
を

一
層
強

力
的

で
普
遍
的
な
も

の
に
盛
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
更

に
言

え
ば
、
或
い
は
旅

人

は
そ

こ
か
ら
奈
良

京

の
や
が
て

の
荒
都
化

を
予
想

し
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
彼

は
帰
京
を
予
知

し
な
が
ら
吉
野

に
不
変
を
希

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
続

く
⑤

に
初
見
す

る
淵
瀬
変
更

の
表
現
が
普
遍

的
無
常
観

の

申

し
子

で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な

い
。

 

い
わ
ば
、
旅
人

は
任
地

の
異
郷

で
不
如
意

や
失
意

の
心
境

に
あ

っ
た
時

、
そ

の
漢
文
学
教
養
か
ら
田
園
隠
遁

の
意
思

を
流
露
す

る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
醤
族

大
伴
家

の
首
長
た
る
彼

に
政
権

を
離

れ
て
世

の
栄
枯
盛
衰
と
無
縁

の
い
出

さ
れ

安
住

す
べ
き
土
地

は
実
際

に
は
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
故
郷
を
思
う

に

つ
け
思

る
荒
都

は
我

が
身

の
衰

退
に
味

わ

っ
た
無
常
感
を

い
よ
よ
深

め
る
に
過

ぎ
ず
、

そ
れ
を
逃

れ
る
た
め
、
結
局
文
芸

上
の
観
念

と
し
て
の
仙
郷
を
求

め
る
ほ
か
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
吉
野

を
詠

む

一
首

で
全
体
を
結

ぶ
必

然

性

が

あ

り
、
そ
し
て
故
郷
即

ち
古
都

を
思
う

二
首

を
含

む

一
連

の
詩

想
が
望
京

に
端

を

発
す
る
こ
と

は
五
首

の
流

れ
か
ら
明

日
に
看
取

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

五
 
五
首
の
連
作
と
長
屋
王
の
変

 
旅
人
歌

五
首

の
趣
向

に

つ
い
て
、
先
述

の
如

く
作
者

の
教

養
と
表
現

の
基
底

を
通
し
て
見
た
。
五
首

の
詩
想

の
流

れ
を
辿

れ
ば
、
歌
人

は
連

作
を
意
図
し
た

こ
と
が
分

か
る
。
構
成

上
、
老

ら

に
答
え
る
①

に
続
い
て
、
四
首
は
③

「
思

ほ

ゆ
」
と
④

「
忘
れ
む
」
と

で

一
転
折

を
成
し
、
⑤

が
②

と
呼
応
す
る

こ
と

で
漢

詩
的
起
承
転
結

の
構

成
を
形
造
る
。
そ

の
上
結
句

の
最
終
音
を

「
メ

・
モ

・
メ

・
モ
」

と
し
、
隔
首

に
同
音
を
配
す

る
こ
と
で
詩

の
隔
句
押
韻

と
完
壁

に

一
致

す
る

の
で
あ

る
。
因
み

に
内
容
面

で
は
、
③

に
見
た
懐
奮

と
隠
退

の
意
思
流
露

は
②
を
受
け

る
の
だ
が
、
そ
れ
が
④

の
傷
古

に
伴
う
無
常
感

の
深
化

に
よ

っ
て

が

一
層
強
化

さ
れ
、
⑤

の
仙
郷
隠
遁

の
想
念

へ
と
帰
着
す

る
も

の

と

見

ら

れ

る
。
そ

し
て
⑤

の

「
我
が
行
き
」

は
①

の
望
京
と
呼
応

す
る
こ
と
で
、
望
京

に

纒
わ

る
盛
衰

の
嘆
き
が
五
首

の
基
調
を
成
す

こ
と
を
示

し
、
①

は
続
く

四
首

の

序

に
当
る

と
い
え
る
。

 
さ

て
、

こ
の
よ
う
な
構
成
と
趣
意
を
有
す
る
五
首

が
詩
想

に
お
い
て
文
選
行

旅
詩

と
関
係
す
る

こ
と

で
筑
紫
歌
壇

の
風
雅
と
軌

を

一
に
す
る

こ
と
は
既

に
み

た
が
、
そ
れ
を
旅
人

の
身

の
上

に
お

い
て
み
る

と
、
先

に
見
た
作
者

の
心
境

は

何
故

に
起

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

 

そ
こ
で
思

い
浮

ぶ
の
は
、

こ
の
作
歌

に
先
立

つ
こ
と

一
ケ
月
余

り
前

の
天
平

一22一



元
年

二
月
に
起

き
た
長
屋
王

の
変

で
あ
る
。
こ
れ
は
周
知

の
通
り
藤
原
四
子
に

よ
る
謀
略
で
あ
り
、
藤
原
氏

が
長
屋
王
を
執
権
者

と
す
る
皇
親
政
権

に
取

っ
て

替

わ
る
と

い
う
性

格
を

も

つ
政
変

で
あ
る
。
藤
原

氏
と
長
屋
主

と
の
対
立

の
中

で
、
旅

人
は
王

の
側

に
立

っ
て
い
た
と
見
る
証
拠

は
な
い
が
、
旧
族
大
伴
家

の

首
長

と
し
て
心
情
的

に
は
皇
親
政
権

に
傾

い
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ

る

の
で
あ
る
。
白

鳳
以
降
皇
親
政
権

と
吉
野
行
幸

と
の
関
係
を
思
え
ば
、
藤
原

不

比
等
政
権
下
絶

え
て
見
ら
れ

ぬ
吉
野
行
幸
は
長
屋

王
が
議
政
官

の
班
首

と
な

っ
た
後

の
養
老

七
年

に
二
十

三
年

ぶ
り

に
再
開
さ
れ
、
そ
れ
が
王

の
治
世
が
白

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(
11
)

鳳

へ
の
傾
斜

を
伺

わ
せ
る
象
徴
的
な
表
れ
と
も
言

わ
れ
る
。
神
亀
元
年
暮
春
聖

武
帝

登
極

に
伴

う
吉
野
行
幸

に
、
旅
人
は
中

納
言

と
い
う
高
位

の
官
人

に
し

て

は
異
例

の
従
駕
歌

を
予
作

し
て
い
る
。

 
 

み
吉
野

の
 
芳
野

の
宮

は
 
山

か
ら
し

貴

く
あ
ら
し
 
水

か
ら
し
 
清

 
 

け
く
あ
ら
し
 

天
地

と
 
長

く
久

し
く
 
萬

代

に
 
変

ら
ず
あ
ら
む
 
行

 
 

幸

の
宮

(
コ
=

五
)

 

歌
中

「
萬

代
ホ
不
改
将
有
」

と
表
記

さ
れ
る

の
は
、
聖

武
即
位

の
宣
命

の
表

 
 
 

 
 
 

(12
)

現
を
踏
え
た
も

の
で
、
そ
こ
に
天
武
直
系

の
新
帝

に
対
し
白
鳳
治
世

へ
の
夢
を

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(13
)

托
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
更
に

い
え
ば
、
そ

れ
は

長
屋
王
を
執
権

者
と
す
る
皇
親
政
権

へ
の
嘱
望

で
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

 

そ
れ
だ
け

に
、
長
屋
王

の
変

は
旅
人

に
と

っ
て
大
き
な
衝
繋

で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
事

件
後
翌
三
月

四
日
、
都

で
は
大
規
模
な
叙
位
昇
位

が
行

わ
れ
た
。

中
納
言
任
官

歴
も
年

も
自
分

よ
り
下

の
藤
原
武
智
麿

が
大
納
言

に
進

み
議
政
官

の
班
首

と
な

っ
た
。
天
離

る
鄙

に
い
た
旅
人

は
そ

の
報
を
聞
か
さ
れ
た
の
み
で

あ

っ
た
。
目

の
前
で
同
じ
三
月

四
日
に
、
従
五
位
下
か
ら
従

五
位
上

に
昇
位

し

た
老
が
都

の
盛
況
を
華

や
か
に
歌

い
上
げ

て
い
る
。
下
僚

老

の
気
持

が
分

か
ら

な

い
で
も
な

い
が
、
そ
れ

に
つ
ら
れ
て
我

が
身
を
振
返
る
時

、
旅
人

は
寂
蓼
感

を
禁

じ
え
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
権
力

の
頂
点

に
立

つ
長

屋
王
が

 

旦
に
し
て
失
脚

し
自
尽

さ
せ
ら
れ

た
こ
と

は
、
何

よ
り

も
人
間

ま
た
は
世

の
中

の
栄
枯
盛
衰

の
無
常

を
ま
ざ

ま
ざ

と
示
し

つ
け
た

の
で
は
な
い
か
。
ゆ
え
に
政

治

の
中
枢

に
い
た
旅
人

は
自
身

へ
の
不
安
も
拭

い
き
れ
な
い
も

の
が
あ

っ
た
に

違

い
な

い
あ
る
ま
い
。

 
し
て
み
る
と
、
五
首

に
見

る
望
京

の
悲
愁
と
不

安
と
懐

旧
に
裏
打

ち
さ
れ
る

深

い
無
常
感

は
、
正

に
白
鳳
再
現

の
夢
を
も
た
ら
し
た
王
の
皇
親
政
権

の
失
墜

に
よ

っ
て
惹

起
さ
れ
た
歌
人

の
心
境

で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
し
て
吉
野

に
不
変

を
祈

う

の
は
、
吉
野
讃
歌

で
歌

っ
た
の
と
同
じ
気

持

の
流
露

で
あ
る
が
、
そ
れ

が
叶
え
ら
れ
ぬ
時

、
旅
人

は
も
は
や
仙
郷

の
山
水

へ
の
逃
避

に
自

ら

の
心
情
を

托
す

ほ
か
な

か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

六
 
お
わ
り
に

 
以
上
、
五
首

に
お

い
て
旅
人

が
長
屋
王

の
変

に
遭
遇

し
た
時

の
心
境
を
吐
露

し
て
い
る
こ
と
を
み
た
。

こ
の
直
後

、
旅
人

は
讃
酒
歌
十

三
首

を
作
り
、

 
 
な

か
な

か
に
人
と
あ
ら
ず
は
酒
壺

に
な
り
に
て
し
か
も
酒

に

染

み

な

む

 
 
(
三
四
四
)

 
 
世
間

の
遊
び

の
道

に
冷

し
く
は
醇
笑

き
す

る
に
あ
る

べ
く
あ

る
ら
し

(
三

 
 

四
七
)

と
い

っ
た
憤
世
と
失
意
と
自
棄

の
心
情
を

一
層
激
越
な

口
調
で
歌

い
あ
げ

て
い

(
14
)

る
。
そ

こ
に
映
し
出
さ
れ
る
作
者

の
飲
酒

に
逃
避
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
、
五

首

に
見

る
そ
れ

と
根
底

に
お

い
て
相
通

じ
る
こ
と
、
言
う
を
侯

た
な

い
。

こ
こ

に
巻
三
雑
歌
部

に
収
め
ら
れ
た
筑
紫
歌
群

な
か
で
も
旅
人

の
二
連
作

の
内
的
繋

が
り
を
見
る

こ
と
が

で
き
る

の
で
あ
る
。

 
も

っ
と
も
、
望
京

歌
で
も
讃
酒
歌

で
も
旅
人

は
そ

の
漢
文
学
教

養
を
発
揮
し

一23一



つ
っ
作
歌

し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
述
志

の
伝
統
を

も

つ
中
国
文

学
に
詩

賦

の
作

者
が
時
政

に
敏
感

に
反
応
す
る
も

の
が
多

い
こ
と
に
も

よ
る
が
、
同
時

に
、
そ

れ

は
筑
紫
歌
壇

の
風
流

で
あ
り
、
ま
た
時
代

の
好
尚

で
も
あ

っ
た
。
そ

の
た
め

作
歌

か
ら
歌
人

の
時

の
心
境
を
伺

い
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

こ
れ
を
直
ち

に

旅
人

の
政
治
姿
勢

と
同

一
視
す
る

こ
と
は
躊
躇

わ
れ
る
の
で
あ

る
。
あ
れ

か
ら

半
年

ほ
ど
経

っ
た
同
年
十
月

に
、
旅

人
は
藤
原
房
前

に
倭
琴

一
面
と
書

簡

に
添

え

る
歌

二
首

(
八

一
〇
～

一
)
を
贈

っ
た
。
そ
れ
が
上
京
請
托
と
見
ら
れ
る

の

も
も

っ
と
も
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
翌

二
年
正
月
に
大
宰
府

で
開

か
れ

た
盛
大
な

梅
花
宴

に
付
し
て
、
旅
人

は
、

 
 

雲

に
飛
ふ
薬

は
む

よ
は
都

見
ば

い
や
し
き
吾
が
身
ま

た
変
若

ち

ぬ

べ

し

 
 

(
八
四
八
)

と
歌

い
、
仙
薬

よ
り
む
し
ろ
京
師

に

「変
若

」
の
望

み
を
繋
げ

て
い
る
。
大
和

の
旧
豪
族

の
氏
上

と
し
て
や
は
り
朝
廷
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
長

屋
王
の
変
を
き

っ
か
け

に
政
権
が
藤
原
氏

の
掌
中

に
帰
し

た
こ
と
は

変
わ
り
が
な
い
。

こ
の
年

の
末
旅
人

は
大
納
言

に
昇
進

し
帰
京

し
た
が
、
半
年

後
亡
く
な
る
前

の

「
在
寧
楽
家
思
故
郷
歌
」
で
は
、

 
 

須
與
も
行
き
て
見

て
し
か
神
名
火

の
淵

は
淺

び
て
瀬

に
か
な
る
ら
む

(
九

 
 

六
九
)

と
歌

い
、
淵
瀬

の
変

に
寄
す

る
無
常
感

は
既
に

一
種

の
諦
念

と
な

っ
て
静

か
に

流
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

注(1
) 
伊
藤
博

「古
代

の
歌
壇
」

(『
万
葉
集

の
表
現

と
方
法
』
下
)

(2
)

例
え
ば
、
益

田
勝
実

「鄙

に
放

た
れ
た
貴
族
」
(『
火
山
列
島
の

思

想
』
)

は
、

 
 
旅
人

の
望
郷
歌
を

「
望
郷
が
な
じ
ん
だ
土
地

へ
の
懐

旧
を
超
え
て

〈
生
命

の
若
き

 
 
日
〉

へ
の
懐
旧

と
な
る
」
と
し
、
そ

の
望
郷

の
情

に

〈都
誇

り
〉
(
11
鄙

蔑

視
)

 
 
の
思
想
に
拠

っ
て
立
ち
な
が
ら
鄙

に
生

き
ね
ば
な
ら

ぬ
地
方
官

僚
貴
族

の
苦
悩

の

 
 
影
が
見
ら
れ
る
と
説
く
。

(3
) 

林
田
正
男

「
小
野
朝
臣

老
論
」

(『
万
葉
集
筑
紫
歌
群
の
研
究

』)

は
、
老

の

歌

 
 
を
天
平
元
年
三

・
四
月
の
作
と
し
、
そ

れ
に
従
う
。

(4
) 
猶
、
小
野
老

の
三
二
八
番
歌
に

つ
い
て
、
北
山
茂
夫
氏

(
『万
葉

の
世
紀
』
)

は

 
 
「
こ
の
歌
は
、
七
三
六
年

(
天
平

八
)
遣
新
羅
使
が
途

上
で
都

を
こ

い
し
た

い

講

 
 
詠
し
た

『
古
歌
』

の
ひ
と
つ
、
『あ
を

に
よ
し
奈
良

の
都
に
た
な
び
け
る
天

の

白

 
 
雲
見

れ
ど
飽

か
ぬ
か
も

(巻

一
五
)
』
を

ふ
ま
え
た
も
の
」

と
指
摘

す

る
。

こ
れ

 
 
も
奈
良
遷
都
後

の
作

で
、
し
か
も
遣
外
使
達

に
よ

っ
て
諦
詠
さ

れ
た
こ
と
は
、
望

 
 
京
歌

の
系
譜
を
考

え
る
う

え
で
参
考
に
な
る
。

(5
) 
「
梅
花

の
宴
群
像
」

(『
万
葉
集

の
比
較
文
学
的
研
究
』)

(6
) 
「
清
き
河
内
i

吉
野

歌
の
問

題
」

(同
注
(5
))

(7
) 

人
麿
従
駕
作

の
反
歌

に

「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
吉
野

の
河

の
常
滑

の
絶

ゆ
る
こ
と
な

 
 
く
ま
た
還

り
見

む
」
(
三
七
)

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
土
地
讃
め
宮

讃
め

の
類

型

に

 
 
則
る
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
寿
ぐ
側

の
長
寿
を
希
う
発
想

は
生
ま

れ
に
く
い
と
考

え

 
 
ら
れ
る
。

(8
)

拙

稿

「『
古
今
集
』
爾
序
与
中

国
詩
文
論
」
(『
現
代
意
識
与
民
族

文

化

』
復

旦

 
 
大
学
出
版
社
)

は
、
真
名
序

の
こ
の
部
分
は
中
国

詩
文

論
中
政

治

の
興
廃

と
詩
文

 
 
の
関
係
を
述

べ
る
も
の
に
等

し
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

(9
)

文

選

・
任
彦
昇

「爲
萢
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
に
「藏

諸
名

山
、則
陵
谷
遷
貿
」

 
 
と
あ
り
、
晋
書
杜
預
伝

に

「預
好
爲
後
世
名
、
常
言
高
岸
爲
谷
、
深
谷
爲
陵
、
刻

 
 
石
爲
二
碑

、
紀
其

勲
績
、

一
沈
萬
山
之
下
、

一
立
蜆
山
之
上
、

日
、
焉
知

此
後
不

 
 
爲
陵
谷
乎
」

な
ど
と
あ
る
。

(
10
)
 
『萬
葉
集
全
注
』
巻
第

一
(伊

藤
博
氏
担

当
)

(11
)

金
井
清

鴫

「旅

人

・
憶
良

の
時
代
」
(
別
冊
国
文
学

『
万
葉
集

必
携
』

79

春

季

 
 
号
)

(
12
) 

清
水
克
彦

「旅

人
の
宮

廷
儀
礼
歌
」
(『
万
葉
』
三
七
、
昭
35

・
10
)

(
13
)
 
大
浜
厳

比
古

「
歌
人
誕
生

〔
旅
人
覚
書
そ

の

一
〕」
(『
山
の
辺

の

道
』

一
〇
、

 
 
昭
39

・
1
)

(
14
) 
拙
稿

「
『大
宰
帥
大
伴
卿
讃
酒
歌
十

三
首
』
考
」

(『藝
文
研
究

』
五
十

六

号
、

 
 
平
成
元

・
12
)

補
注

五
首
中
、

三
三
五
番
歌
の
結
句
に
つ
い
て
誤
字
説
に
基
づ
く
異
訓
が
行
わ
れ
て
い
る
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が
、
小
稿
は
、
古
典
大
系
本
等

に
見
る
非
誤
字
訓
説

に
従

っ
た
。

 
な
お
、
五
首

中
の
四
首
構
成

に

つ
い
て
も
う
少
し
補
説
す

れ

ば
、
・吉
野

・
飛
鳥

・

飛
鳥

・
吉
野
L

と
い
う
配
置

は
確
か

に
渡
瀬
昌
忠
氏

(
「人
麻
呂

に
於
け
る
贈

答

歌
」

『美
夫
君
志
』
昭
45

・
12
)

の
指
摘

す
る

「波
紋
型
対
応
」

に
似

て
い
る
。

一
方
、人
麿

の
安
騎
野
従

猟
歌
短
歌

四
首

(
四
六
～
四
九
)

に
起
承
転
結

の
構
成

が
認

め
ら
れ
る
こ

と
古
く
か
ら
指
摘

さ
れ
、

し
か
も
結
句

の
最
終
音
が

「
二
・
シ

・
ヌ

・
フ
」

と
二
首

ず

つ
同
韻

に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ

は
別
稿

(注
(14
)
に
同
じ
)
で
詳
述
し
た
讃
酒

歌
の
同

音
転
換
構
成

と
近
似
す

る
。
当
面

の
四
首

の
構
成

を
考
え
る
の

に
参
考

と
な
る
の
は
も

う

一
つ
、
梅
花
宴

に
旅
人
が
後

に
追
和
す
る
四
首

(
八
四
九
～
五
二
)

が
あ
る
。

 
 
残
り
た
る
雪

に
交

れ
る
梅

の
花
早
く
な
散
り
そ
雪
は
消

ぬ
と
も

 
 
雪

の
色

を
奪

ひ
て
咲
け
る
梅

の
花
今
盛
り
な
り
見
む
人
も
が
も

 
 
わ
が
宿

に
盛
り

に
咲
け
る
梅

の
花
散
る
べ
く
な
り
ぬ
見

む
人
も
が
も

 
 
梅

の
花
夢

に
語
ら
く
風
流
た
る
花
と
吾
念

ふ
酒

に
浮

べ
こ
そ

 
右
の
四
首

は
梅

の
開
花
か
ら
彫
落
ま
で

の
順

を
追

っ
て
詠

ま
れ
て
い
る
。
盛

り
か
ら

散
り

へ
の
転
換

は
第

三
首

に
お

い
て
行

わ
れ
た
が
、
表
現
上
第

三
首

は
第

二
首

と
対
応

す
る
。
同
じ
こ
と
は
讃
酒
歌
十
三
首
中
反
歌
に
当

る
最
後

四
首

に

つ
い
て
も
言

え
る

の

で
あ
る
。

お
そ

ら
く
、
旅
人
は
四
首
構
成

に
波
紋

型
対
応

と
起

承
転
結

と
を
意
識
的

に

融
合
し
た
の
だ
ろ
う

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
追
和

四
首

の
結
句
最
終
音
が
す

べ
て

同
韻
で
あ
る
こ
と
も
た
だ

の
偶
然

で
は
あ
る
ま
い
。

 
時
代

が
下

る
と
、
藤
原
濱
成
が

『
歌
経
標
式

』
で
頻

り
に
短
歌

の
韻
を

い
う

。
そ

れ

は
た
だ
の
詩
論

の
模
倣
と

い
う
よ
り
、
固
定
化

し
た
短
歌
様
式

に

一
定

の
格
式

を
見

い

出
そ
う

と
す
る
努
力

で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
長
歌

か
ら
短
歌

へ
の
転
換

期

に

お

い

て
、
似

た
よ
う

な
試

み
は
旅
人
も
短
歌
連
作

に
対
し
て
行

っ
た

の
で
は
な
い
か
。
彼

は

詩
人
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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〔付
記
〕

本
稿
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の

一
部
を
加
筆
し
た

も

の
で

あ

る
。
爾
後
も
常
時
御
指
導
、
御
教
示
を
賜
っ
て
い
る
井
口
樹
生
先
生
に
深
く
御
礼
を
申

し
あ
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
こ

し
こ
う
)


